
























2.1. ARPM 分析のマトリクスの全体像 
本研究で提案する分析フレームであるアカデミック・リサーチ・ポートフォリオ・マネジメント（ARPM）分析
では、将来性と優位性を示す 2 つの指標を用いて 2×2 のマトリクスを作り、研究分野を 4 つの類型（萌芽
期、開花期、収穫期、種子期）に分類する。 
本研究の試行的分析では、分析単位として Scopus のジャーナル分類（ASJC: All Scopus Science 
Journal Classification）に基づく 27 論文分野に注目し、世界の論文生産量における存在感を示す論文特
化係数を優位性の指標、論文生産における若手研究者の貢献度を示す若手特化係数を将来性の指標
とした ARPM 分析を行う（概要図表 1 参照）。各指標及び各類型の特徴を以降で説明する。 
 
概要図表 1  アカデミック・リサーチ・ポートフォリオ・マネジメント(ARPM)の分析フレーム 
 
  
                                              












































2.3. ARPM 分析の各類型の特徴と戦略策定の方向性 






本研究の試行的分析で分析単位とする 27 の論文分野においては、4 象限間の時系列推移は論文分
野にかかわる研究コミュニティーの活動状況を示していると考える。そのような前提のもとでは、ARPM の 4
類型のうち、優位性と将来性がともに高い「開花期」が最も理想的であるとの仮説のもと、各論文分野を開
花期に移行させていくことを目指した対応方針を検討する。対応方針の例を概要図表 2 に提示する。 
  





iii 本研究では、分析対象年までの 10 年間に研究を開始したと想定される研究者を若手研究者とした。なお、学生の期間




























概要図表 2  ARPM 分析の各類型に対する対応方針の例 
(分析単位を論文分野とした場合) 
 
























3. 日本の ARPM 分析 
本項では、Elsevier 社の論文データベースである Scopus のデータを用いて、日本を対象とした ARPM








2015 年になると、全分野における日本のシェアは 4.20%と、2010 年と比較してシェアが 1.08%ポイント縮
小している。シェアの高い論文分野は 2010 年と同様の分野であるが、そのシェアは約 6%に低下している。
また、歯学分野のシェアが一番高くなった。シェアの低い論文分野は人文科学分野、社会科学分野、ビ
ジネス・マネジメント・会計分野であり、そのシェアは約 1%と 2010 年と同程度である。 
概要図表 3  論文分野別の世界における日本の全論文の論文数シェア（分数カウント） 
 (a) 2010 年  
 (b) 2015 年  
（注 1） Elsevier Scopus Custom Data（2017 年 12 月 31 日抽出）を基に著者作成。 
（注 2） 文献の種類が Journal, Conference proceeding、論文の種類が Article, Conference paper, Review であるものを分析対象としている。 






























































































































































































































































































































2015 年になると、全分野における若手研究者のシェアは 26.3%と、2010 年と比較してシェアが 2.7%ポイ
ント縮小している。シェアの高い論文分野は経済学・計量経済学・財政分野、社会科学分野、決定科学
分野であるが、そのシェアは約 32～39%に低下している。シェアの低い論文分野は物理・天文学分野、材
料科学分野、地球惑星科学分野であり、そのシェアは約 25%と、2010 年と比較し、若干低下している。 
概要図表 4  論文分野別の日本の全論文における若手研究者の論文数シェア（分数カウント） 
 (a) 2010 年  
 (b) 2015 年  
（注 1） Elsevier Scopus Custom Data（2017 年 12 月 31 日抽出）を基に著者作成。 
（注 2） 文献の種類が Journal, Conference proceeding、論文の種類が Article, Conference paper, Review であるものを分析対象としている。 
（注 3） 分析対象年から過去 3 カ年分の合計値を用いている。  
















































































































































































































































































































3.3. 日本の全論文における ARP の状況 
まず、ARP の全体像がどのようになっているのかを把握するため、2010 年と 2015 年の全論文における
ARP を概要図表 5 に示す。 
 
概要図表 5  全論文における ARP：日本 






























































(b) 2015 年 
 
 
（注 1） Elsevier Scopus Custom Data（2017 年 12 月 31 日抽出）を基に著者作成。 
（注 2） 文献の種類が Journal, Conference proceeding、論文の種類が Article, Conference paper, Review であるものを分析対象としている。 
























































続いて、2010 年から 2015 年にかけての全論文における論文分野ごとの ARP 推移を把握するため、概
要図表 6 に類型及び各指標の推移の状況を一覧表にまとめる。 
 
概要図表 6  全論文における論文分野別の ARP 推移の状況：日本 
 
（注 1） Elsevier Scopus Custom Data（2017 年 12 月 31 日抽出）を基に著者作成。 
（注 2） 文献の種類が Journal, Conference proceeding、論文の種類が Article, Conference paper, Review であるものを分析対象としている。 




大分類 中分類 2010年 2015年 優位性 将来性 ARP推移
化学 化学工学 収穫期 収穫期 -0.10 -0.01 ↙
化学 化学 収穫期 収穫期 -0.02 -0.01 ↙
材料科学 材料科学 収穫期 収穫期 -0.13 -0.02 ↙
物理学 物理・天文学 収穫期 収穫期 -0.06 -0.01 ↙
計算機科学・数学 コンピューター科学 萌芽期 開花期 0.12 -0.06 ↘
計算機科学・数学 数学 萌芽期 萌芽期 0.02 0.00 ↗
工学 工学 開花期 開花期 -0.02 -0.01 ↙
環境・地球科学 地球惑星科学 萌芽期 種子期 -0.03 -0.09 ↙
環境・地球科学 エネルギー 収穫期 萌芽期 -0.16 0.02 ↖
環境・地球科学 環境科学 萌芽期 萌芽期 -0.03 -0.06 ↙
臨床医学 医学 種子期 収穫期 0.16 0.05 ↗
臨床医学 看護 萌芽期 萌芽期 0.13 0.07 ↗
臨床医学 心理学 萌芽期 萌芽期 0.06 0.06 ↗
臨床医学 歯学 開花期 開花期 0.07 0.02 ↗
臨床医学 保健専門職 萌芽期 萌芽期 0.18 0.09 ↗
基礎生命科学 農学・生物科学 萌芽期 種子期 0.03 -0.06 ↘
基礎生命科学 生化学・遺伝学・分子生物学 収穫期 収穫期 -0.08 0.01 ↖
基礎生命科学 免疫学・微生物学 収穫期 種子期 -0.09 -0.02 ↙
基礎生命科学 神経科学 開花期 開花期 -0.01 0.02 ↖
基礎生命科学 薬理学・毒物学・薬剤学 収穫期 収穫期 -0.20 0.05 ↖
基礎生命科学 獣医学 種子期 萌芽期 -0.02 0.16 ↖
人文科学・社会科学 人文科学 萌芽期 萌芽期 0.03 0.07 ↗
人文科学・社会科学 ビジネス・マネジメント・会計 萌芽期 萌芽期 0.04 -0.10 ↘
人文科学・社会科学 決定科学 萌芽期 萌芽期 0.06 -0.03 ↘
人文科学・社会科学 経済学・計量経済学・財政 萌芽期 萌芽期 0.05 -0.10 ↘
人文科学・社会科学 社会科学 萌芽期 萌芽期 0.00 0.11 ↖




(1) 2010 年の ARP の状況 （概要図表 5(a)、概要図表 6 参照） 
まず、2010 年の日本の全論文における ARP の状況について、各類型に分類されている論文分野数を








(2) 2015 年の ARP の状況 （概要図表 5(b)、概要図表 6 参照） 
次に、2015 年の日本の全論文における ARP の状況について、各類型に分類されている論文分野数を























































































































































2015 年時点で萌芽期に該当する論文分野は 12 分野である。当該分野について、2010 年から 2015























概要図表 8  萌芽期（2015 年）に分類される論文分野の論文数の増減状況（2010→2015 年） 
 



























































2015 年時点で開花期に該当する論文分野は 4 分野である。当該分野について、2010 年から 2015 年
















概要図表 9  開花期（2015 年）に分類される論文分野の論文数の増減状況（2010→2015 年） 
 


















































2015 年時点で収穫期に該当する論文分野は 7 分野である。当該分野について、2010 年から 2015 年




















概要図表 10  収穫期（2015 年）に分類される論文分野の論文数の増減状況（2010→2015 年） 
 





















































2015 年時点で種子期に該当する論文分野は 4 分野である。当該分野について、2010 年から 2015 年




















概要図表 11  種子期（2015 年）に分類される論文分野の論文数の増減状況（2010→2015 年） 
 
（注） Elsevier Scopus Custom Data（2017 年 12 月 31 日抽出）を基に著者作成。  
                                              


















































最後に、2015 年時点の類型別論文分野数と 2010 年から 2015 年にかけての分野全体及び若手研究


















概要図表 12 類型別論文分野数（2015 年）と論文数の増減状況（2010→2015 年） 
 
（注 1） カッコ内の数値は論文分野数。 
（注 2） Elsevier Scopus Custom Data（2017 年 12 月 31 日抽出）を基に著者作成。 
  































た試行的分析を実施した。さらに、2010 年と 2015 年の 2 時点における ARPM 分析の結果から導き出さ
れる ARP 推移についての詳細分析を試み、研究分野ごとの状況を踏まえた、今後の研究活動の支援の
方向性についても示した。 
本研究の ARPM 分析では、異なる時点での国内の研究分野のポートフォリオ比較を可能にするため、
優位性指標、将来性指標に特化係数を適用している。この特化係数は、国内の全分野に対する分析対
象分野の比率であり、全分野を基準とした相対的な値である。そのため、すべての分野の特化係数が 1
を超えることはない。つまり、すべての分野が 1 つの類型に偏って分類されることはない点に留意する必
要がある。この点に対応するためには、優位性指標、将来性指標に絶対的な値を用いることが適切であり、
分析目的に応じて、指標の検討を行なう必要がある。 
今後、本研究にて提案したARPM分析の分析フレームワークについて、分析目的に応じた最適指標の
開発等の改良、研究機関への適用についての検討、ARP 推移の要因についての詳細分析等の進展が
求められる。 
